
✿映画上映前に、厚木市平和に関する「詩」表彰式を行います✿

問合せ先 厚木市地域包括ケア推進課 ☎ 046-225-2200

※応募多数の場合は抽選
※抽選結果は、12/４頃代表者に通知します。

あつぎのえいがかんkiki （アミューあつぎ９階）場 所

70人（厚木市内在住・在学・在勤）定 員

申込み

鑑賞無料

10：30～13：30（予定）

受付開始 １０：００12/１２ 土日 時

申込みはこちら

右の二次元コードから、電子申請システム
（e-kanagawa）にて11/18(水)までに
ご応募ください。

©2025「長崎─閃光の影で─」製作委員会



あらすじ

✿ご家族・ご友人の皆様とお誘いあわせの上、是非ご応募ください✿

一変した日常の中で看護学生として、
人として、使命を全うしようとした
少女たちの戦いが始まった――

厚木市の平和都市推進事業

厚木市平和に関する
「詩」コンテスト
市内小学生の夏休みの宿題として募集。
今年は５４６点の応募がありました。

あつぎ
キッズゲルニカ
令和４年度に市内の子どもたちが平和へ
の思いを込めて描いた縦3.５ｍ×横7.8ｍ
の巨大な絵です。市役所本庁舎２階にて展
示中！（作品の貸出中は展示を休止してい
ます。）

被爆樹木
クスノキ

1945年8月9日、長崎
の爆心地から約800ｍ
の地点で被爆したクス
ノキの種子を育てた2
世樹木が、厚木中央公
園に植樹されています。

日本非核宣言自治体協議会

本市は令和７年４月１日に加入しました。
同協議会は、世界に核兵器廃絶と平和宣
言を呼び掛け、宣言自治体による協力体
制を確立するために組織され、現在まで
に371自治体が加入しています。

1945年、長崎。

看護学生の田中スミ、大野アツ子、岩永ミサヲの3人は、空襲による休校を機に帰郷し、家
族や友人との平穏な時間を過ごしていた。

しかし、8月9日午前11時2分、長崎市上空で原子爆弾がさく裂し、その日常は一瞬にして崩
れ去る。

街は廃墟と化し、彼女たちは未熟ながらも看護学生として負傷者の救護に奔走する。

救える命よりも多くの命を葬らなければならないという非情な現実の中で、彼女たちは

命の尊さ、そして生きる意味を問い続ける――
（映画『長崎―閃光の影で―』ホームページより）

詳しくはこちら
市ホームページ

（平和都市推進事業）


